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日
本
の
国
土
面
積
は
世
界
の
六
〇
番
目
で
、
最
大
の
ロ
シ
ア
の
四
五
分
の
一
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
日
本
に
主
権
が
あ

る
海
岸
か
ら
一
二
海
里
の
領
海
面
積
は
国
土
面
積
の
一
・
一
倍
以
上
あ
る
し
、
海
岸
か
ら
二
〇
〇
海
里
ま
で
の
排
他
的
経
済

水
域
に
な
る
と
国
土
面
積
の
一
二
倍
で
世
界
六
位
、
国
土
面
積
と
海
域
面
積
の
比
率
で
は
世
界
四
位
に
躍
進
す
る
。
ま
た
近

海
に
は
世
界
最
深
の
マ
リ
ア
ナ
海
溝
が
存
在
す
る
な
ど
、
日
本
は
世
界
有
数
の
海
洋
国
家
な
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
海
洋
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
有
人
の
深
海
調
査
船
舶
で
は
、
六
五
〇
〇
ｍ
ま
で
潜
水
で
き
る
「
し
ん
か
い
六
五
〇
〇
」

を
保
有
し
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
の
六
〇
〇
〇
ｍ
を
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
夏
に
竣
工
し
た
深

海
底
掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」
は
水
深
二
五
〇
〇
ｍ
の
海
底
か
ら
地
中
に
七
五
〇
〇
ｍ
も
掘
削
で
き
る
世
界
最
高
の
性
能
の
船

舶
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
ケ
ー
ブ
ル
な
し
で
深
海
を
三
〇
〇
ｋ
ｍ
も
無
人
探
査
で
き
る
「
う
ら
し
ま
」
も
日
本
自
慢
の
設

備
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
海
洋
国
家
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
利
用
は
十
分
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま

で
、
日
本
は
世
界
一
位
の
漁
業
王
国
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
五
位
に
ま
で
低
下
し
、
か
つ
て
は
自
給
で
き
て
い
た
魚
介
の

自
給
比
率
は
五
割
以
下
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
輸
入
が
生
産
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
造
船
王
国
も
一
〇

年
前
に
韓
国
に
首
位
を
奪
取
さ
れ
、
現
在
で
は
中
国
に
急
迫
さ
れ
て
い
る
。
産
業
の
視
点
か
ら
の
海
洋
王
国
は
動
揺
し
て
い

る
。 

 

国
民
の
海
洋
利
用
も
同
様
に
低
落
傾
向
で
あ
る
。
ヨ
ッ
ト
と
モ
ー
タ
ボ
ー
ト
を
合
計
し
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
台
数
は
、

や
は
り
一
〇
年
前
が
頂
点
で
あ
り
、
現
在
で
は
八
割
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。
人
口
あ
た
り
の
台
数
で
は
ア
メ
リ
カ
の
五
％
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
八
％
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
漁
業
中
心
で
海
岸
が
管
理
さ
れ
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
施
設
が
不

足
し
て
い
る
結
果
、
管
理
が
高
価
で
あ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
国
民
が
海
洋
に
関
心
が
な
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
影
響
だ
け
で
も
な
い
が
、
水
上
ス
ポ
ー
ツ
も
弱
体
で
、
ヨ
ッ
ト
競
技
も
カ
ヌ
ー
競
技
も
、
こ
れ
ま
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
メ
ダ
ル
一
個
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
体
力
を
必
要
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
は
と
も
か
く
、
海
洋
ク
ル
ー
ズ
で
も
日
本
は
小

国
で
あ
り
、
人
口
あ
た
り
の
ク
ル
ー
ズ
観
光
客
数
は
ア
メ
リ
カ
の
五
％
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
二
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
四
％

と
い
う
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
も
旅
行
が
高
価
な
ど
、
言
訳
と
な
る
理
由
は
あ
る
が
、
国
民
が
海
洋
に
関
心
が
な
い
の
で
あ
る
。 

 

二
一
世
紀
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
宇
宙
と
海
洋
と
い
わ
れ
る
。
宇
宙
に
つ
い
て
は
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
滞
在
や
「
は
や
ぶ
さ
」

「
あ
か
つ
き
」
な
ど
が
話
題
に
な
る
が
、
海
洋
は
話
題
に
な
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
海
洋
は
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
宇
宙

以
上
に
重
要
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
日
本
に
は
産
業
に
必
要
な
鉱
物
資
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
海
底
に
沈
殿
し
て
い

る
マ
ン
ガ
ン
団
塊
に
含
有
さ
れ
る
マ
ン
ガ
ン
は
陸
上
の
鉱
山
の
三
〇
倍
、
ニ
ッ
ケ
ル
は
六
〇
倍
、
コ
バ
ル
ト
は
一
四
〇
倍
な

ど
大
量
で
あ
る
。 

 

化
石
燃
料
を
ほ
と
ん
ど
産
出
し
な
い
日
本
で
あ
る
が
、
幸
運
な
こ
と
に
日
本
列
島
周
辺
の
海
底
に
は
膨
大
な
メ
タ
ン
ハ
イ

ド
レ
ー
ト
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
不
毛
の
砂
漠
で
あ
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
半
島
が
石
油
の
発
見
に
よ
っ
て
一
躍
裕

福
な
地
域
に
変
貌
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
陸
上
の
天
然
資
源
で
は
不
運
で
あ
っ
た
日
本
も
周
辺
の
海
洋
に
は
幸
運
が
充
満

し
て
い
る
。
こ
れ
に
挑
戦
し
て
い
く
た
め
に
は
化
学
や
技
術
も
必
要
で
あ
る
が
、
国
民
の
意
欲
が
必
須
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
毎
月
の
よ
う
に
、
国
内
や
海
外
の
海
岸
を
カ
ヤ
ッ
ク
で
航
海
し
て
い
る
。
我
田
引
水
だ
が
、
そ
れ
は
娯
楽
で
あ
る

と
と
も
に
、
自
然
の
魅
力
と
威
力
を
認
識
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
。
途
中
か
ら
豪
雨
や
強
風
に
で
も
な
れ
ば
、
困

難
に
挑
戦
す
る
経
験
に
も
な
る
。
ク
ル
ー
ズ
で
も
カ
ヤ
ッ
ク
で
も
結
構
だ
が
、
国
民
が
海
洋
を
経
験
す
る
機
会
を
増
大
し
て

い
く
こ
と
が
、
日
本
が
二
一
世
紀
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
発
展
す
る
底
力
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 


